岡本斯文の「徳島師範学校記」―阿部有清・歿後百二十年展への解説補遺を兼ねて（其三）― by 田中 敏生
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
蜂
須
賀
治
昭
蜂
須
賀
斉
昌
蜂
須
賀
斉
裕
蜂
須
賀
茂
韶
徳
島
市
立
内
町
小
学
校
徳
島
市
立
助
任
小
学
校
は
じ
め
に
先
に
、
本
学
附
属
図
書
館
の
企
画
展
と
し
て
「
阿
部
有
清
歿
後
百
二
十
年
展
」
を
催
し
（
二
〇
一
七
年
・
一
二
月
〜
翌
三
月
）、
そ
の
展
示
資
料
に
つ
い
て
も
解
説
の
文
章
を
草
し
た
が
（
文
献
⑪
）、
展
示
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
、
細
か
く
は
説
き
尽
し
得
な
い
事
柄
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
補
遺
を
兼
ね
て
い
く
つ
か
の
資
料
の
紹
介
・
解
説
を
試
み
た
（
文
献
⑫
⑬
）。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
作
業
の
継
続
と
し
て
、
岡
本
斯
文
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
岡
本
斯
文
（
一
八
四
三
〜
一
九
一
九
）
は
、
儒
者
岡
本
晤
室
の
嗣
子
で
あ
り
、
徳
島
中
学
校
校
長
心
得
、
徳
島
師
範
学
校
校
長
な
ど
を
勤
め
た
。《
阿
波
藩
儒
と
し
て
最
後
の
人
》（
文
献
⑧
、
一
一
五
頁
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
彼
が
旧
制
徳
島
中
学
校
の
校
長
心
得
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
十
二
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
翌
十
三
年
に
は
新
居
敦
二
郎
（
湘
香
）が
代
わ
っ
て
校
長
心
得
と
な
り
、越
え
て
十
四
年
に
は
校
長
と
な
っ
て
い
る
。
斯
文
自
身
は
と
言
え
ば
、
明
治
十
五
年
に
徳
島
師
範
学
校
の
校
長
と
な
り
、
十
八
年
ま
で
こ
の
職
に
あ
っ
た
（
以
上
、
文
献
②
「
岡
本
斯
文
」
に
よ
る
。
本
稿
末
の
略
年
譜
を
も
参
照
さ
れ
た
い
）。
斯
文
は
、
徳
島
中
学
校
の
校
長
心
得
で
あ
っ
た
時
に
は
「
与
徳
島
中
学
校
生
徒
書
」
と
い
う
文
章
を
草
し
て
い
た
が
（
文
献
⑬
）、
師
範
学
校
の
校
長
在
任
中
に
は
、
こ
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
を
書
い
て
い
る
。
前
者
が
生
徒
に
向
け
て
呼
び
か
け
た
勧
学
の
言
葉
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
歴
史
の
記
述
で
あ
り
、
そ
の
分
、
大
掛
か
り
で
、
よ
り
改
ま
っ
た
印
象
を
も
受
け
る
。
そ
し
て
こ
の
文
章
は
、
こ
れ
を
読
ん
だ
当
時
の
大
書
記
官
・
大
越
亨
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に（
第
七
段
参
照
）、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
、
徳
島
の
教
学
の
歴
史
を
知
る
上
で
も
大
い
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
文
章
は
、『
楽
瓢
庵
詩
文
鈔
』（
明
治
四
一
年
徳
島
新
報
社
刊
）
に
収
め
ら
れ
て
お
り
（
巻
上
・
第
二
十
葉
）、
彼
に
と
っ
て
も
大
切
な
文
章
の
一
つ
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
以
下
で
は
、こ
の
作
品
を
便
宜
七
つ
の
段
落
に
分
け
な
が
ら
見
て
行
く
。そ
れ
ぞ
れ
、
原
漢
文
に
訓
読
と
現
代
語
訳
と
を
併
せ
掲
げ
た
が
、
も
と
よ
り
試
案
の
域
を
出
な
い
。
ま
た
語
釈
は
事
蹟
の
確
認
に
重
き
を
置
い
た
。
こ
れ
ら
を
め
ぐ
る
不
備
に
つ
い
て
は
、
博
雅
の
御
高
教
を
冀
う
次
第
で
あ
る
。
な
お
『
楽
瓢
庵
詩
文
鈔
』
は
、
先
に
本
学
附
属
図
書
館
で
催
し
た
「
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
」
に
お
い
て
、
斯
文
に
ま
つ
わ
る
資
料
の
一
つ
と
し
て
展
示
に
供
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
本
稿
は
、
そ
の
解
説
の
補
遺
を
も
兼
ね
る
。
岡
本
斯
文
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
三
）
―
田
中
敏
生
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資
料岡
本
斯
文
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
三
）
―
八
三
一
第
一
段
（
西
丸
御
殿
）
第
一
段
で
は
、
師
範
学
校
の
建
っ
て
い
る
西
の
丸
が
、
藩
主
の
隠
居
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
斯
文
が
生
れ
た
の
も
天
保
十
四
年
で
あ
り
、
後
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
第
六
段
）、
こ
の
点
に
い
さ
さ
か
の
因
縁
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
【
本
文
】
此
地
故
猪
津
城
西
丸
也
。
国
主
蜂
須
賀
齊
昌
。
営
為
菟
裘
。
工
事
告
竣
。
実
天
保
十
四
年
四
月
廿
五
日
也
。
齊
昌
以
其
十
月
辞
職
移
居
焉
。
安
政
六
年
九
月
齊
昌
薨
。
齊
裕
乃
以
為
後
宮
。
【
訓
読
文
】
此
の
地
は
故
と
猪
津
城
の
西
の
丸
な
り
。
国
主
蜂
須
賀
齊
昌
、
菟
裘
を
営
為
す
。
工
事
竣
り
を
告
ぐ
る
は
、
実
に
天
保
十
四
年
四
月
廿
五
日
な
り
。
齊
昌
其
の
十
月
を
以
て
職
を
辞
し
居
を
移
せ
り
。安
政
六
年
九
月
、齊
昌
薨
ず
。齊
裕
乃
ち
以
て
後
宮
と
為
す
。
【
訳
文
】
師
範
学
校
の
建
っ
て
い
る
こ
の
土
地
は
、
も
と
も
と
渭
の
津
城
（
徳
島
城
）
の
西
の
丸
で
あ
っ
た
。
藩
主
の
蜂
須
賀
齊
昌
公
は
、
こ
こ
を
隠
居
地
に
し
よ
う
と
し
た
。
工
事
が
終
わ
っ
た
の
は
、
実
に
天
保
十
四
年
四
月
廿
五
日
で
あ
っ
た
。
齊
昌
公
は
、
そ
の
十
月
に
職
を
辞
し
て
こ
こ
に
移
り
住
ん
だ
。
安
政
六
年
九
月
、
齊
昌
公
は
薨
じ
た
。
齊
裕
公
は
、
こ
こ
を
後
宮
に
し
た
。
【
語
釈
】
な
り
ま
さ
○
齊
昌：
蜂
須
賀
斉
昌
（
一
七
九
五
〜
一
八
五
九
）
は
、
第
十
二
代
藩
主
で
あ
り
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
年
）
に
封
を
継
い
だ
が
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
年
）、
病
の
た
め
に
職
を
退
き
、
安
政
六
年
に
世
を
去
っ
た
。
○
菟
裘：
後
掲
〔
備
考
〕
参
照
。
○
齊
昌
辞
職：
岡
田
鴨
里
の
『
蜂
須
賀
家
記
』（
文
献
⑤
、
一
三
七
頁
）
に
《（
天
保
）
十
四
年
癸
卯
十
月
、
公
移
病
辞
職
、
在
職
三
十
一
年
、
世
子
襲
封
、
是
為
大
龍
公
〔＝
第
十
三
代
・
斉
裕
〕、
老
公
更
称
弾
正
大
弼
、
幕
府
命
老
公
為
後
見
、
是
年
、
移
居
西
丸
》
と
あ
る
。「
移
病
」は
病
気
届
け
を
出
す
こ
と
。
○
告
竣：
竣
工
の
日
附
に
つ
い
て
は
、
『
阿
淡
年
表
秘
録
』（
文
献
㉑
、
七
一
〇
頁
。
天
保
十
四
年
の
項
）
に
《
四
月
廿
五
日
／
西
御
丸
御
殿
御
普
請
出
来
御
上
棟
》と
あ
る
。
○
齊
昌
薨：
『
蜂
須
賀
家
記
』に《（
安
政
）
六
年
己
未
九
月
十
三
日
、
老
公
〔＝
斉
昌
〕
卒
于
西
丸
、
年
六
十
五
、
法
諡
曰
峻
陵
院
殿
徳
洽
宜
範
、
葬
万
年
山
、
蔵
遺
髪
于
興
源
寺
、
私
諡
曰
景
公
》（
文
献
⑤
、
一
三
八
頁
）
と
あ
っ
て
、
あ
と
に
「
賛
」
ふ
う
の
人
物
評
が
続
く
。
○
齊
裕：
十
三
代
藩
な
り
ひ
ろ
主
の
蜂
須
賀
斉
裕（
一
八
二
一
〜
一
八
六
八
）は
、
徳
川
慶
喜
の
第
二
十
二
子
で
あ
り
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
藩
主
と
な
り
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
亡
く
な
っ
た
（
第
二
段
の
【
語
釈
】
参
照
）。
〔
備
考
〕「
菟
裘
」
は
、
隠
居
所
の
こ
と
で
あ
る
。
左
伝
・
隠
公
十
一
年
の
条
に
、
公
の
言
葉
と
し
て
《
使
営
菟
裘
、
吾
将
老
焉
》
の
語
が
見
え
る
（
中
華
書
局
・
十
三
経
清
人
注
疏
『
春
秋
左
伝
詁
』
上
冊
・
二
〇
八
頁
）。
ま
た
、
史
記
・
魯
周
公
世
家
第
三
（
史
記
巻
三
十
三
）
に
も
、
隠
公
の
言
葉
と
し
て
《
吾
方
営
菟
裘
之
地
而
老
焉
》
と
あ
り
、
集
解
に
は
《
菟
裘
、
魯
邑
也
。
営
菟
裘
以
作
宮
室
、
欲
居
之
以
終
老
也
》
と
注
す
る
（
中
華
書
局
『
史
記
』
第
五
冊
、
一
五
二
九
〜
三
〇
頁
。
こ
の
注
が
先
の
『
詁
』
に
引
か
れ
て
い
る
）。「
営
為
菟
裘
」
の
語
は
、
こ
う
し
た
語
句
と
の
関
連
に
お
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
我
が
国
・
中
世
の
説
話
集『
十
訓
抄
』
（
建
長
四
年＝
一
二
五
二
年
・
序
）
に
は
、「
菟
裘
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
に
失
敗
し
た
話
し
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
巻
十
・
第
一
話
）。
こ
の
語
（
あ
る
い
は
そ
の
由
来
）
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
献
⑨
で
は
、
副
助
詞
の
用
例
調
査
と
い
う
研
究
目
的
と
の
関
連
の
限
り
に
、
こ
の
話
し
に
触
れ
て
い
る
。
二
第
二
段
（
明
治
以
前
）
第
二
段
で
は
、
寺
島
学
問
所
や
江
戸
長
久
館
の
開
設
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
【
本
文
】
我
阿
波
国
往
時
未
有
学
校
之
設
。
治
昭
患
教
化
不
振
。
士
風
不
興
。
始
造
一
小
学
於
岡
本
斯
文
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
三
）
―
八
四
寺
島
。
命
曰
学
問
処
。
使
士
庶
人
子
弟
皆
就
学
。
而
誘
掖
之
法
未
至
。
婾
靡
之
風
未
改
。
及
齊
裕
襲
封
。
深
患
之
。
欲
淬
励
振
興
之
。
安
政
元
年
九
月
。
造
文
武
学
校
於
江
戸
八
町
堀
邸
中
。
命
曰
長
久
館
。
将
卜
国
内
高
燥
之
地
。
以
営
大
校
。
経
画
略
備
。
未
及
設
施
而
薨
。
実
明
治
元
年
正
月
也
。
【
訓
読
文
】
我
が
阿
波
国
は
、
往
時
未
だ
学
校
の
設
け
有
ら
ず
。
治
昭
、
教
化
の
振
は
ず
、
士
風
の
興
ら
ざ
る
を
患
へ
、
始
め
て
一
小
学
を
寺
島
に
造
る
。
命
け
て
学
問
処
と
曰
ふ
。
士
庶
人
の
子
弟
を
し
て
皆
な
学
に
就
か
使
む
。
而
し
て
誘
掖
の
法
未
だ
至
ら
ず
。
婾
靡
の
風
未
だ
改
ま
ら
ず
。
齊
裕
封
を
襲
ふ
に
及
ん
で
、
深
く
之
を
患
へ
、
之
を
淬
励
振
興
せ
ん
と
欲
す
。
安
政
元
年
九
月
、
文
武
学
校
を
江
戸
八
町
堀
邸
中
に
造
る
。
命
け
て
長
久
館
と
曰
ふ
。
将
に
国
内
高
燥
の
地
を
卜
し
て
、
以
て
大
校
を
営
ま
ん
と
し
、
経
画
略
ぼ
備
は
る
。
未
だ
設
施
に
及
ば
ず
し
て
薨
ず
。
実
に
明
治
元
年
正
月
な
り
。
【
訳
文
】
我
が
阿
波
国
に
は
、
そ
の
こ
ろ
は
未
だ
学
校
と
い
う
設
備
は
無
か
っ
た
。
第
十
一
代
藩
主
で
あ
っ
た
治
昭
は
、
教
化
が
振
わ
ず
、
士
風
の
盛
ん
に
な
ら
な
い
こ
と
を
心
配
し
て
、
初
め
て
小
学
校
を
寺
島
に
造
っ
た
。
名
づ
け
て
学
問
所
と
い
う
。
士
庶
人
の
子
供
た
ち
の
誰
も
を
勉
強
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
育
の
効
果
は
上
が
ら
ず
、
眼
の
前
の
安
楽
を
偸
む
風
潮
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
第
十
三
代
の
齊
裕
が
藩
主
に
な
っ
た
と
き
、
こ
れ
を
大
い
に
心
配
し
て
、
勉
学
に
奮
起
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
安
政
元
年
九
月
、文
武
学
校
を
江
戸
八
町
堀
の
藩
邸
内
に
造
っ
た
。名
づ
け
て
長
久
館
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
国
内
に
高
燥
の
地
を
卜
し
て
大
校
を
営
も
う
と
し
、計
画
は
ほ
ぼ
整
っ
た
が
、
未
だ
実
施
し
な
い
ま
ま
に
に
薨
ぜ
ら
れ
た
。
実
に
明
治
元
年
正
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
【
語
釈
】
は
る
あ
き
○
治
昭：
蜂
須
賀
治
昭
（
一
七
五
七
〜
一
八
一
四
）
は
第
十
一
代
藩
主
で
あ
り
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
年
）
に
封
を
継
ぎ
、
文
化
十
一
年
に
薨
じ
た
。
彼
の
襲
封
に
つ
い
て
『
蜂
須
賀
家
記
』
は
《（
明
和
）
六
年
己
丑
十
月
、
幕
府
命
謙
光
公
〔＝
第
十
代
・
重
喜
〕
免
職
、
使
公
襲
封
、
時
公
年
甫
十
三
、
請
親
戚
掃
部
頭
伊
井
直
幸
讃
岐
守
松
平
頼
恭
等
、
為
後
見
》（
文
献
⑤
、
一
一
六
頁
）
と
記
す
。
彼
の
薨
去
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
『
蜂
須
賀
家
記
』
に
《（
文
化
）
十
一
年
甲
戌
三
月
、
病
復
発
、
二
十
四
日
卒
于
富
田
別
舘
、
年
五
十
八
、
法
諡
曰
良
遷
院
殿
敬
翁
義
喬
、
葬
万
年
山
、
蔵
遺
髪
于
興
源
寺
、
私
諡
曰
穆
公
》
と
あ
る
（
一
三
二
頁
）。
儒
学
に
熱
心
で
あ
り
、
那
波
魯
堂
を
阿
波
に
招
い
た
の
も
彼
で
あ
っ
た
（〔
備
考
一
〕
参
照
）。
○
学
問
処：
『
蜂
須
賀
家
記
』に《（
寛
政
三
年
）
四
月
、
造
学
校
於
寺
島
、
命
合
田
立
誠
〈
栄
蔵
〉
為
教
官
、
統
舘
中
事
、
藩
士
以
下
至
庶
人
、
皆
入
学
、
立
誠
、
昌
因
曽
孫
也
》（
文
献
⑤
、
一
二
六
頁
。〈
〉
内
は
割
り
注
）
と
記
す
。
こ
の
学
問
所
に
つ
い
て
は
、
竹
治
氏
の
著
書
に
詳
し
い
（
文
献
⑧
、
四
七
八
〜
四
八
二
頁
）。
○
婾
靡
（
ト
ウ
ビ
）：
靡
衣
婾
食
の
略
で
あ
り
、
目
前
の
安
楽
を
求
め
て
生
活
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
〔
大
漢
和：
三
巻
・
七
三
三
頁
〕。
○
齊
裕
襲
封：
第
十
三
代
藩
主
・
蜂
須
賀
斉
裕
が
封
を
継
ぐ
の
は
、
天
保
十
四
年
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。『
蜂
須
賀
家
記
』
に
《
十
四
年
癸
卯
十
月
、
峻
陵
公
〔＝
十
二
代
・
斉
昌
〕
告
老
、
幕
府
命
公
〔＝
斉
裕
〕
襲
封
、
兼
任
阿
波
守
、
命
峻
陵
公
為
後
見
》（
文
献
⑤
、
一
四
〇
頁
）
と
見
え
る
。
○
淬
励
（
サ
イ
レ
イ
）：
努
め
励
む
こ
と
。
○
長
久
館：
後
掲
〔
備
考
二
〕
参
照
。
○
齊
裕
薨：
『
蜂
須
賀
家
記
』
に
《
明
治
元
年
戊
辰
、
正
月
六
日
、
公
卒
于
徳
島
城
、
在
職
二
十
六
年
、
年
四
十
八
、
法
諡
大
龍
院
殿
登
雲
泰
源
、
葬
万
年
山
、
蔵
遺
髪
于
興
源
寺
、
私
諡
曰
戴
公
》（
文
献
⑤
、
一
五
八
頁
）
と
記
す
。
〔
備
考
一
〕
那
波
魯
堂
が
阿
波
藩
に
招
か
れ
た
の
は
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
年
）
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。『
蜂
須
賀
家
記
』
に
は
《（
安
永
七
年
）
十
月
、
聘
那
波
師
曽
為
儒
員
、
給
禄
百
五
十
石
》（
文
献
⑤
、
一
二
〇
頁
）
と
あ
っ
て
、
割
り
注
で
彼
の
経
歴
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
条
は
竹
治
氏
の
書
物
に
も
引
か
れ
て
い
る
（
文
献
⑧
、
一
六
六
頁
）。
〔
備
考
二
〕
長
久
館
（
江
戸
）
の
開
設
を
、
斯
文
は
安
政
元
年
と
記
す
が
、
実
際
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
年
）
で
あ
る
。『
蜂
須
賀
家
記
』
に
《（
安
政
三
年
）
九
月
、
造
長
久
館
於
八
町
堀
邸
、
漢
学
蘭
学
及
筭
術
量
地
術
、
至
剣
槍
弓
馬
洋
砲
、
分
科
各
置
教
師
、
命
年
寄
蜂
須
賀
喜
軌
〈
山
城
〉、
仁
尾
永
捷
〈
内
膳
〉
等
、
為
総
奉
行
、
使
岡
本
斯
文
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
三
）
―
八
五
邸
中
子
弟
講
習
之
。
二
十
八
日
開
講
。
公
親
臨
于
舘
》（
文
献
⑤
、
一
四
三
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（〈
〉
内
は
割
り
注
）。
但
し
、
竹
治
氏
は
、『
水
竹
居
日
記
』
に
依
り
つ
つ
、
実
際
の
開
講
は
四
月
七
日
で
あ
り
、
九
月
二
十
八
日
と
い
う
の
は
、
《
斉
裕
公
親
臨
の
下
に
、
改
め
て
開
校
式
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
》（
文
献
⑧
、
五
五
四
頁
の
注
一
一
）
と
さ
れ
る
。
右
に
引
い
た
『
蜂
須
賀
家
記
』
の
書
き
下
し
文
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
衰
微
の
さ
ま
に
つ
い
て
は
、『
阿
波
国
教
育
沿
革
史
』
に
《
安
政
戌
午
〔＝
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）〕
回
禄
ノ
災
〔＝
火
災
〕
ニ
罹
リ
、
再
ヒ
之
レ
カ
建
築
ヲ
ナ
ス
ト
雖
モ
漸
々
衰
微
ニ
趣
キ
、
学
生
ノ
数
大
ニ
減
セ
リ
。
元
治
甲
子
元
年
〔＝
一
八
六
四
〕
藩
士
ノ
江
戸
邸
ヲ
払
ヒ
藩
地
ニ
帰
ル
ニ
及
ン
テ
之
ヲ
廃
止
ス
》（
文
献
⑮
、
二
八
頁
。
句
読
点
引
用
者
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
三
第
三
段
（
廃
藩
置
県
以
前
）
第
三
段
で
は
、
茂
韶
が
先
代
の
遺
志
を
受
け
継
い
で
、
西
の
丸
に
学
校
を
整
備
し
、
教
育
に
力
を
入
れ
た
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
【
本
文
】
茂
韶
欲
成
先
考
之
志
。
翌
年
正
月
十
七
日
。
移
学
問
処
于
此
。
以
為
文
学
校
。
時
長
久
館
既
廃
。因
取
其
名
以
命
之
。三
月
置
洋
学
医
学
二
校
于
此
中
。以
花
園
為
練
兵
処
。
五
月
又
置
国
学
校
及
撃
剣
場
。
令
藩
士
日
入
学
校
兼
修
文
武
。
於
是
。
教
化
大
行
。
士
風
漸
改
。
鳴
呼
茂
韶
之
此
挙
。
可
謂
能
継
述
先
志
者
也
。
而
茂
韶
患
藩
士
身
不
修
者
猶
多
。
欲
使
教
官
淬
励
之
。
自
書
修
身
二
字
示
之
。
教
場
扁
額
是
也
。
今
也
朝
廷
大
患
天
下
之
士
身
不
修
者
多
。
学
校
之
教
。
必
以
修
身
為
先
。
則
此
挙
亦
可
謂
奉
聖
意
者
也
。
四
年
二
月
。
又
置
小
学
校
於
此
中
。
命
曰
西
校
。
楣
間
所
掲
発
蒙
啓
滞
四
字
。
即
茂
韶
之
賜
也
。
【
訓
読
文
】
茂
韶
、
先
考
の
志
を
成
さ
ん
と
欲
す
。
翌
年
正
月
十
七
日
、
学
問
処
を
此
に
移
し
、
以
て
文
学
校
と
為
す
。
時
に
長
久
館
は
既
に
廃
せ
ら
る
。
因
り
て
其
の
名
を
取
り
て
以
て
之
を
命
く
。
三
月
、
洋
学
・
医
学
二
校
を
此
の
中
に
置
き
、
花
園
を
以
て
練
兵
処
と
為
す
。
五
月
、
又
た
国
学
校
、
及
び
撃
剣
場
を
置
き
、
藩
士
を
し
て
日
々
に
学
校
に
入
り
て
文
武
を
兼
修
せ
令
む
。是
に
於
て
、教
化
大
い
に
行
は
れ
、士
風
漸
く
に
改
ま
る
。
鳴
呼
、
茂
韶
の
此
の
挙
、
能
く
先
志
を
継
述
す
る
者
と
謂
ふ
可
き
な
り
。
而
も
茂
韶
、
藩
士
の
身
修
ま
ら
ざ
る
者
、
猶
ほ
多
き
を
患
へ
、
教
官
を
し
て
之
を
淬
励
せ
使
め
ん
と
欲
し
、
自
ら
修
身
の
二
字
を
書
し
て
之
を
示
す
。
教
場
の
扁
額
、
是
れ
な
り
。
今
や
朝
廷
、
天
下
の
士
、
身
の
修
ら
ざ
る
者
多
き
を
大
い
に
患
へ
、
学
校
の
教
へ
、
必
ず
修
身
を
以
て
先
と
為
す
。
則
ち
此
の
挙
も
亦
た
聖
意
を
奉
ず
る
者
と
謂
ふ
可
き
な
り
。
四
年
二
月
、
又
た
小
学
校
を
此
の
中
に
置
く
。
命
け
て
西
校
と
曰
ふ
。
楣
間
に
掲
ぐ
る
所
の
発
蒙
啓
滞
の
四
字
は
、
即
ち
茂
韶
の
賜
は
り
し
也
。
【
訳
文
】
茂
韶
侯
は
、
先
代
齊
裕
の
遺
志
を
成
就
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
翌
・
明
治
二
年
正
月
十
七
日
、
寺
島
の
学
問
所
を
西
の
丸
に
移
し
、
文
学
校
と
し
た
。
こ
の
時
す
で
に
江
戸
の
長
久
館
は
無
く
な
っ
て
い
た
の
で
、そ
の
名
前
を
取
っ
て
同
じ
呼
び
名
に
し
た
。三
月
、
洋
学
・
医
学
の
二
校
を
こ
の
中
に
置
き
、
お
花
畑
を
練
兵
処
に
し
た
。
五
月
に
、
国
学
校
、
及
び
撃
剣
場
を
置
い
て
、
藩
士
を
毎
日
学
校
に
通
わ
せ
て
文
武
の
両
道
を
研
修
さ
せ
た
。そ
こ
で
教
化
が
大
い
に
実
を
結
ん
で
、武
士
の
気
風
が
漸
く
良
く
な
っ
て
き
た
。
あ
あ
、
茂
韶
侯
の
こ
の
事
業
は
、
よ
く
先
代
の
志
を
受
け
継
ぐ
も
の
だ
と
言
え
る
。
し
か
も
侯
は
、
素
行
の
悪
い
藩
士
が
未
だ
に
多
い
こ
と
を
心
配
し
、
教
官
に
こ
れ
を
督
励
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
自
ら
「
修
身
」
の
二
文
字
を
書
い
て
こ
れ
を
示
し
た
。
教
場
に
か
か
っ
て
い
る
扁
額
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
今
や
朝
廷
は
、
天
下
の
人
士
に
、
素
行
の
悪
い
者
の
多
い
の
を
大
い
に
心
配
し
て
お
り
、
学
校
の
教
え
は
、
必
ず
修
身
を
第
一
に
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
茂
韶
侯
の
こ
の
事
業
も
亦
た
天
子
様
の
御
意
向
に
従
い
奉
る
も
の
だ
と
言
え
る
。
四
年
二
月
、
さ
ら
に
小
学
校
を
こ
の
中
に
置
い
た
。
名
づ
け
て
西
校
と
い
う
。
梁
に
か
け
て
あ
る
「
発
蒙
啓
滞
」
の
四
文
字
は
、
茂
韶
侯
か
ら
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
。
岡
本
斯
文
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
三
）
―
八
六
【
語
釈
】
も
ち
あ
き
○
茂
韶：
第
十
四
代
藩
主
・
蜂
須
賀
茂
韶
（
一
八
四
六
〜
一
九
一
六
）
は
、
東
京
府
知
事
、
貴
族
院
議
長
、
文
部
大
臣
な
ど
高
官
を
勤
め
た
が
、
地
元
徳
島
の
教
育
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
誠
堂
」
の
号
を
持
ち
、
書
に
も
堪
能
で
あ
っ
た
（
文
献
④
・
一
一
五
頁
の
書
道
人
物
関
係
表
に
も
名
を
連
ね
て
い
る
）。
○
長
久
館
（
徳
島
）：
『
蜂
須
賀
家
記
』
に
《（
明
治
二
年
正
月
）
十
七
日
、
以
西
丸
為
文
武
学
校
、
号
長
久
館
、
二
十
四
日
、
公
臨
鷺
間
〈
堂
名
〉、
命
文
学
教
授
講
三
事
忠
告
牧
民
心
鑑
従
政
名
言
、
使
諸
有
司
聴
之
、
因
頒
賜
三
書
、
後
四
九
之
日
以
為
例
》（
文
献
⑤
、
一
七
八
頁
。〈
〉
内
は
割
り
注
。『
三
事
忠
告
』『
牧
民
心
鑑
』『
従
政
名
言
』
は
そ
れ
ぞ
れ
書
名
）
と
あ
る
。
長
久
館
の
位
置
は
、
文
献
⑰
の
地
図
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
西
丸
の
西
半
分
が
「
練
兵
所
」
で
あ
り
、
城
山
に
近
い
東
半
分
の
北
側
が
「
撃
剣
所
」、
南
側
が
「
長
久
館
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
地
図
は
、
文
献
⑯
の
サ
イ
ト
で
も
画
像
を
拡
大
し
な
が
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
長
久
館
の
校
舎
の
写
真
は
、
文
献
⑭
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
洋
学
・
医
学：
『
蜂
須
賀
家
記
』
に
は
《（
明
治
二
年
）
三
月
、
移
洋
学
医
学
二
校
於
西
丸
、
以
西
丸
花
園
為
練
兵
所
》（
文
献
⑮
、
一
八
〇
頁
）
と
あ
る
。「
洋
学
校
」
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
『
蜂
須
賀
家
記
』
に
《（
慶
応
元
年
）
十
一
月
、
公
創
洋
学
校
於
寺
島
》（
一
五
六
頁
）
と
記
す
。
他
方
「
医
学
校
」
に
つ
い
て
は
『
阿
波
国
教
育
沿
革
史
』（
文
献
⑮
、
四
〇
頁
）
に
詳
し
い
記
事
が
見
え
る
。
①
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
創
立
で
あ
る
こ
と
、
②
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
安
宅
（
あ
た
け
）
の
天
文
台
の
官
舎
に
移
っ
た
こ
と
、
③
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
こ
ろ
塀
裏
（
へ
う
ら
）
町
に
新
築
し
た
こ
と
、
④
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
蘭
書
も
読
み
始
め
た
こ
と
、
⑤
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
西
丸
長
久
館
に
移
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
寛
政
七
年
の
創
立
に
つ
い
て
は
、『
阿
淡
年
表
秘
録
』（
文
献
㉑
、
五
四
一
頁
）
に
《（
七
月
）
十
九
日
京
都
医
者
小
原
春
造
為
御
雇
弐
拾
人
御
扶
持
方
被
下
医
師
学
問
所
講
主
ニ
被
仰
付
》
と
記
さ
れ
て
い
る
。
○
国
学
校
・
撃
剣
場：
『
蜂
須
賀
家
記
』
に
は
《（
明
治
二
年
五
月
）
十
七
日
、
置
国
学
教
場
於
長
久
館
中
、
十
八
日
、
創
撃
剣
場
於
長
久
館
》（
文
献
⑤
、
一
八
一
頁
）
と
記
す
。
○
修
身
二
字：
文
献
⑥（
一
三
九
頁
）に
、
こ
の
二
文
字
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
小
学
校：
〔
備
考
〕
参
照
。
○
発
蒙
啓
滞
四
字：
そ
れ
と
同
じ
も
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
文
献
⑱
の
十
六
頁
に
は
、「
発
蒙
啓
滞
」
の
書
の
写
真
が
、「
創
立
五
十
周
年
記
念
絵
は
が
き
」
か
ら
の
転
写
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
〔
備
考
〕『
蜂
須
賀
家
記
』
に
は
《（
明
治
四
年
）
二
月
、
創
小
学
校
於
西
丸
、
尋
又
創
す
け
と
う
于
寺
島
助
任
及
洲
本
》（
文
献
⑤
、
一
九
八
頁
）
と
記
す
。
他
方
『
阿
波
国
教
育
沿
革
史
』
に
よ
れ
ば
、「
西
小
学
校
」
の
沿
革
に
つ
い
て
《
明
治
四
年
八
月
本
校
ヲ
開
設
シ
、
同
年
十
月
生
徒
ノ
幾
分
ヲ
寺
島
町
南
小
学
校
ヘ
移
ス
。
後
明
治
五
年
十
月
本
校
ヲ
廃
止
ス
》（
文
献
⑮
、
四
三
頁
。
句
読
点
引
用
者
。
以
下
同
）
と
述
べ
て
い
る
。
創
設
の
時
期
が
二
月
と
八
月
と
で
食
い
違
う
よ
う
で
あ
る
が
、『
内
町
小
学
校
沿
革
史
』（
文
献
⑦
、
六
〜
七
頁
）
に
よ
る
と
、
西
丸
に
で
き
た
小
学
校
は
次
の
よ
う
な
流
れ
を
た
ど
っ
て
い
る
（
太
陽
暦
の
使
用
は
明
治
五
年
十
二
月
か
ら
な
の
で
、
そ
れ
以
前
の
日
付
は
旧
暦
の
も
の
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
）。
・
明
治
四
年
二
月
五
日：
藩
立
「
西
の
丸
小
学
校
」
開
校
（
長
久
館
内
）。
・
明
治
四
年
八
月：
「
西
小
学
校
」
と
改
称
（
南
小
学
校
の
開
校
と
と
も
に
改
称
か
）。
・
明
治
四
年
十
月：
生
徒
の
一
部
を
南
小
学
校
に
移
す
。
・
明
治
五
年
十
月：
「
西
小
学
校
」
廃
校
。
・
明
治
五
年
十
一
月：
「
共
立
西
小
学
校
」
開
校
。
・
明
治
六
年
一
月：
「
共
立
西
小
学
校
」
廃
校
。
・
明
治
六
年
二
月
十
一
日：
「
第
一
大
区
一
番
小
学
校
」
開
校
。
・
明
治
六
年
三
月：
「
期
成
小
学
校
」
と
改
称
。
・
明
治
七
年
五
月：
期
成
学
校
（
師
範
学
校
）
が
置
か
れ
、
生
徒
は
洪
化
小
学
校
に
移
る
。
『
蜂
須
賀
家
記
』
は
「
西
の
丸
小
学
校
」
の
こ
と
を
、『
阿
波
国
教
育
沿
革
史
』
で
は
「
西
小
学
校
」
の
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
「
南
小
学
校
」
に
つ
い
て
は
、『
阿
波
国
教
育
沿
革
史
』
に
《
明
治
四
年
八
月
開
校
。
同
年
岡
本
斯
文
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
三
）
―
八
七
十
月
本
校
生
徒
ノ
幾
分
ヲ
北
小
学
校
ニ
移
シ
同
五
年
十
月
閉
校
ス
》（
文
献
⑮
、
四
五
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
も
『
内
町
小
学
校
沿
革
史
』（
文
献
⑦
、
七
〜
八
頁
）
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
流
れ
を
た
ど
っ
た
こ
と
に
な
る
（
藩
立
校
の
開
校
は
六
月
と
さ
れ
る
）。
・
明
治
四
年
六
月
十
一
日（
原
文
は「
六
月
十
一
月
」と
あ
る
が
、
私
に
改
め
た
）：
藩
立
「
南
小
学
校
」
開
校
（
寺
島
本
町
字
北
二
百
四
十
七
番
）〔
こ
の
条
に
《
八
年
十
一
日
稽
古
始
め
》（
七
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
八
月
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
阿
波
国
教
育
沿
革
史
』
の
「
開
校
」
は
こ
れ
を
指
し
て
の
記
事
と
受
け
止
め
ら
れ
よ
う
〕
・
明
治
四
年
十
月：
生
徒
の
一
部
を
北
小
学
校
に
移
す
。
・
明
治
五
年
十
月
二
十
八
日
（
原
文
は
二
十
八
月
）：
「
南
小
学
校
」
廃
校
。
・
明
治
五
年
十
一
月
五
日：
「
共
立
南
小
学
校
」
開
校
。〔「
共
立
学
校
南
舎
」
と
記
す
文
献
も
あ
る
と
注
さ
れ
て
い
る
〕
・
明
治
六
年
一
月：
「
共
立
南
舎
」
廃
校
。〔「
共
立
南
小
学
校
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
〕
・
明
治
六
年
二
月
七
日：
「
第
一
大
区
二
番
小
学
校
」
開
校
。〔
前
条
と
併
せ
て
、
「
学
制
」（
明
治
五
年
八
月
に
頒
布
）
に
基
づ
く
改
廃
と
さ
れ
る
。
二
月
七
日
が
旧
暦
で
は
正
月
十
日
で
あ
る
こ
と
も
注
記
さ
れ
て
い
る
〕
・
明
治
六
年
三
月：
「
洪
化
小
学
校
」
と
改
称
。
・
明
治
七
年
五
月：
「
期
成
小
学
校
」
と
併
合
。
・
明
治
十
年
九
月：
「
寺
島
小
学
校
」
と
改
称
。〔
校
名
に
「
内
町
」
の
名
が
現
わ
れ
る
の
は
、
昭
和
十
八
年
の
「
内
町
国
民
学
校
」
か
ら
で
あ
る
〕
さ
ら
に
「
北
小
学
校
」
に
つ
い
て
は
、『
阿
波
国
教
育
沿
革
史
』
に
《
明
治
四
年
十
す
け
と
う
月
開
校
。
同
五
年
十
月
閉
校
ス
》（
文
献
⑮
、
四
六
頁
）
と
記
す
。『
助
任
小
学
校
の
百
年
』（
文
献
⑱
、
十
六
〜
二
十
二
頁
）
に
よ
る
と
、「
北
小
学
校
」
は
次
の
よ
う
な
流
れ
を
た
ど
っ
て
い
る
（
藩
立
校
の
開
校
は
十
一
月
と
さ
れ
る
）〔
因
み
に
、
こ
の
本
の
二
十
三
頁
に
は
、『
小
学
拾
級
算
法
』（
阿
部
有
清
閲
。
文
献
⑪
、
一
一
九
頁
で
少
し
く
解
説
を
施
し
た
）
が
、
明
治
十
年
頃
の
算
術
教
科
書
と
し
て
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
〕。
・
明
治
四
年
四
月
一
日：
藩
主
・
茂
韶
、「
北
小
学
校
」
校
舎
建
設
を
命
ず
る
（
十
月
十
一
日
落
成
）。
・
明
治
四
年
十
一
月
十
五
日：
藩
立
「
北
小
学
校
」
開
校
。
・
明
治
五
年
十
月
二
十
八
日：
藩
立
「
北
小
学
校
」
閉
校
。
・
明
治
五
年
十
一
月
五
日：
「
共
立
北
小
学
校
」
開
校
。
・
明
治
六
年
一
月
三
十
一
日：
「
共
立
北
小
学
校
」
廃
校
。
・
明
治
六
年
二
月
十
一
日：
「
第
一
大
区
三
番
小
学
校
」
開
校
。
・
明
治
六
年
三
月：
「
宝
善
小
学
校
」
と
改
称
。
す
け
と
う
・
明
治
十
年
三
月：
「
助
任
小
学
」
と
改
称
（
こ
の
項
、
冒
頭
の
「
校
名
と
校
印
の
移
り
変
わ
り
」
に
よ
る
。
本
文
・
二
十
頁
の
明
治
十
年
の
記
事
に
は
「
助
任
小
学
校
」
と
あ
る
が
、
二
十
二
頁
の
明
治
十
三
年
を
め
ぐ
る
記
事
に
《
小
学
の
下
に
一
字
「
校
」
が
つ
け
ら
れ
た
》
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
）。
・
明
治
十
三
年
五
月
一
日：
「
助
任
小
学
校
」
と
改
称
。
こ
れ
ら
の
記
述
を
総
合
す
る
と
、
明
治
四
年
二
月
の
「
西
の
丸
小
学
校
」
が
最
も
古
く
、
明
治
四
年
の
六
月
か
ら
十
一
月
ご
ろ
に
か
け
て
「
西
・
南
・
北
」
の
三
校
が
で
き
（
以
上
藩
立
）、
明
治
五
年
に
そ
れ
が
共
立
と
な
り
、
明
治
六
年
に
共
立
を
廃
し
て
「
一
番
・
二
番
・
三
番
」
と
な
り
、
さ
ら
に
改
称
し
て
「
期
成
・
洪
化
・
宝
善
」
と
な
り
、
明
治
七
年
に「
期
成
・
洪
化
」が
合
併
し
、
明
治
十
年
に「
寺
島
・
助
任
」
の
名
を
冠
す
る
に
至
る
、
と
い
っ
た
ふ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
因
み
に
、「
藩
立
」
と
「
共
立
」
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
岡
本
斯
文
「
富
田
浦
区
学
記
」（
文
献
⑳
、
六
六
頁
）に
見
え
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
参
考
と
な
ろ
う（
原
文
正
漢
字
。
返
り
点
・
送
り
仮
名
を
省
略
し
、
引
用
者
に
よ
る
訓
読
文
を
添
え
る
）。
阿
波
国
名
東
郡
。
原
有
旧
藩
主
蜂
須
賀
氏
所
営
小
学
校
三
基
。
官
仍
旧
貫
。
給
其
費
。
命
曰
公
学
。
又
有
志
之
士
。
相
謀
出
財
以
立
学
者
。
命
曰
共
立
校
。〔
阿
波
国
名
東
郡
は
、
原
と
旧
藩
主
蜂
須
賀
氏
営
む
所
の
小
学
校
三
基
有
り
。
官
、
旧
貫
岡
本
斯
文
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
三
）
―
八
八
よ
に
仍
り
て
、
其
の
費
を
給
す
。
命
け
て
公
学
と
曰
ふ
。
又
た
志
有
る
の
士
、
相
ひ
謀
り
て
財
を
出
し
、
以
て
学
を
立
つ
る
者
は
、
命
け
て
共
立
校
と
曰
ふ
。〕（
こ
の
あ
と
、
地
元
住
民
か
ら
資
金
を
募
る
話
し
が
続
く
）
四
第
四
段
（
廃
藩
置
県
以
後
）
第
四
段
で
は
、
廃
藩
置
県
後
の
、
西
の
丸
で
の
教
育
事
業
の
沿
革
が
述
べ
ら
れ
る
。
師
範
学
校
に
よ
る
教
員
養
成
、
中
学
校
設
置
に
よ
る
教
育
水
準
の
向
上
、
図
書
館
開
設
に
よ
る
自
発
的
学
問
の
隆
昌
、
等
々
が
そ
れ
で
あ
る
。
廃
藩
置
県
を
機
に
、
蜂
須
賀
茂
韶
は
徳
島
を
去
っ
て
東
京
に
赴
い
た
が
、
そ
の
後
も
、
西
の
丸
で
こ
れ
だ
け
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
の
趣
意
で
あ
ろ
う
。
謙
辞
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
【
本
文
】
其
秋
。
王
制
鼎
革
。
藩
廃
為
県
。
而
舘
又
廃
。
唯
有
小
学
校
而
已
。
五
年
十
月
。
朝
廷
頒
学
制
。
小
学
校
又
廃
。
於
是
。
有
志
於
興
学
之
士
相
謀
。
会
学
徒
於
此
。
号
曰
西
舎
。
六
年
二
月
。
遵
新
令
復
置
小
学
校
。
命
曰
一
番
小
学
校
。
尋
改
曰
期
成
小
学
校
。
七
年
五
月
一
日
。
始
置
師
範
学
校
。
附
以
小
学
。
爾
来
学
制
屢
易
。
而
課
程
愈
厳
。
学
徒
業
成
。
奉
職
小
学
者
。
幾
三
百
人
。
其
裨
教
化
也
。
可
謂
大
矣
。
九
年
一
月
。
創
徳
島
中
学
校
也
。
亦
於
此
中
。
而
前
三
年
。
既
立
其
課
程
以
教
授
之
。
則
今
日
致
若
彼
之
盛
。
亦
可
謂
基
于
此
者
矣
。
十
五
年
十
二
月
。
置
書
籍
舘
。
其
典
籍
多
是
蜂
須
賀
氏
所
蔵
。
嘗
在
花
園
書
庫
者
。
於
是
。
好
学
之
士
日
来
。
読
者
踵
相
接
。
其
益
県
人
。
亦
可
謂
大
矣
。
則
此
校
之
有
補
国
家
之
風
化
。
豈
浅
浅
乎
。
為
之
長
者
。
其
任
葢
重
矣
。
而
斯
文
以
浅
劣
当
其
任
。
豈
可
不
戒
懼
乎
。
【
訓
読
文
】
其
の
秋
、王
制
鼎
革
し
、藩
廃
せ
ら
れ
て
県
と
為
る
。而
し
て
舘
も
ま
た
廃
せ
ら
れ
、
唯
だ
小
学
校
有
る
の
み
。
五
年
十
月
、
朝
廷
、
学
制
を
頒
き
、
小
学
校
も
又
た
廃
せ
ら
る
。
是
に
於
て
、
学
を
興
す
に
志
有
る
の
士
、
相
ひ
謀
り
て
、
学
徒
を
此
に
会
す
。
号
し
て
西
舎
と
曰
ふ
。
六
年
二
月
、
新
令
に
遵
ひ
て
復
た
小
学
校
を
置
く
。
命
け
て
一
番
小
学
校
と
曰
ふ
。
尋
い
で
改
め
て
期
成
小
学
校
と
曰
ふ
。
七
年
五
月
一
日
、
始
め
て
師
範
学
校
を
置
き
、
附
す
る
に
小
学
を
以
て
す
。
爾
来
学
制
屢
ば
易
は
り
、
而
し
て
課
程
愈
よ
厳
な
り
。
学
徒
業
成
り
、
職
を
小
学
に
奉
ず
る
者
、
幾
三
百
人
。
其
の
教
化
に
裨
す
る
や
、
大
な
り
と
謂
ふ
可
し
。
九
年
一
月
、
徳
島
中
学
校
を
創
む
る
や
、
亦
た
此
の
中
に
於
て
す
。
而
し
て
前
三
年
、
既
に
其
の
課
程
を
立
て
て
以
て
之
を
教
授
す
。
則
ち
今
日
彼
の
盛
な
る
が
如
き
を
致
す
も
、
亦
た
此
に
基
づ
く
者
と
謂
ふ
可
し
。
十
五
年
十
二
月
、
書
籍
舘
を
置
く
。
其
の
典
籍
、
多
く
は
是
れ
蜂
須
賀
氏
の
蔵
す
る
所
、
嘗
て
花
園
書
庫
に
在
り
し
者
な
り
。
是
に
於
て
、
学
を
好
む
の
士
、
日
々
に
来
り
、
読
む
者
の
踵
相
接
す
。
其
の
県
人
を
益
す
る
こ
と
、
亦
た
大
な
り
と
謂
ふ
可
し
。
則
ち
此
の
校
の
国
家
の
風
化
に
補
す
る
有
る
こ
と
、
豈
に
浅
浅
た
ら
ん
や
。
之
が
長
と
為
る
者
、
其
の
任
葢
し
重
か
ら
ん
。
而
し
て
斯
文
、
浅
劣
以
て
其
の
任
に
当
る
。
豈
に
戒
懼
せ
ざ
る
可
け
ん
や
。
【
訳
文
】
明
治
四
年
の
秋
に
、
王
制
が
大
い
に
変
わ
り
、
藩
を
廃
し
て
県
と
し
た
。
そ
こ
で
長
久
館
も
廃
さ
れ
、
小
学
校
だ
け
に
な
っ
た
。
五
年
十
月
に
、
朝
廷
が
学
制
を
公
布
し
、
小
学
校
も
無
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
学
問
を
盛
ん
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
人
た
ち
が
話
し
合
っ
て
、
生
徒
た
ち
を
西
の
丸
に
集
め
た
。
こ
れ
を
西
舎
と
呼
ん
だ
。
明
治
六
年
二
月
、
新
し
い
法
令
に
従
っ
て
復
び
小
学
を
置
い
た
。
一
番
小
学
校
と
名
づ
け
た
。
そ
の
後
、
呼
び
名
を
改
め
て
期
成
小
学
校
と
い
っ
た
。
明
治
七
年
五
月
一
日
、
初
め
て
師
範
学
校
を
置
き
、小
学
校
を
附
属
と
し
た
。そ
れ
以
来
、制
度
は
し
ば
し
ば
変
わ
っ
て
、
教
育
課
程
は
い
よ
い
よ
厳
密
に
な
っ
た
。
師
範
学
校
に
学
ぶ
も
の
は
学
業
を
お
え
て
、
小
学
校
に
奉
職
す
る
も
の
は
三
百
人
以
上
、
児
童
の
教
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
明
治
九
年
一
月
、徳
島
中
学
校
を
始
め
た
の
も
、こ
れ
ま
た
西
の
丸
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
し
て
三
年
前
に
、
課
程
を
き
ち
ん
と
調
え
定
め
て
、
教
育
を
始
め
た
。
さ
す
れ
ば
、
現
在
、
中
学
校
が
あ
の
よ
う
に
盛
ん
に
な
っ
た
の
も
、
や
は
り
こ
の
西
の
丸
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
明
治
十
五
年
十
二
月
に
、
書
籍
舘
を
置
い
た
。
そ
の
書
物
は
、
多
く
は
蜂
須
賀
氏
の
所
蔵
と
し
て
、
花
園
書
庫
に
収
ま
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
す
る
岡
本
斯
文
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
三
）
―
八
九
と
、
学
問
の
好
き
な
人
が
毎
日
の
よ
う
に
や
っ
て
き
て
、
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
の
混
雑
ぶ
り
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
県
人
の
教
化
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
師
範
学
校
の
、
国
家
の
風
化
へ
の
貢
献
に
は
、
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
そ
の
長
と
な
る
者
の
責
任
は
重
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
わ
た
く
し
岡
本
斯
文
の
よ
う
な
資
質
の
低
劣
な
者
が
そ
の
任
に
当
た
る
の
だ
か
ら
、
恐
れ
慎
ま
な
い
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
【
語
釈
】
○
廃
藩
置
県：
『
蜂
須
賀
家
記
』
に
も
《（
明
治
四
年
）
七
月
十
四
日
、
朝
廷
廃
藩
置
県
、
召
諸
藩
知
事
、
免
職
徙
居
東
京
》（
一
九
八
頁
）
と
記
す
。
○
明
治
五
年：
『
蜂
須
賀
家
記
』
は
、
明
治
五
年
正
月
二
十
六
日
に
蜂
須
賀
茂
韶
が
洋
行
し
た
こ
と
を
も
っ
て
記
事
を
閉
じ
る
の
で
、
そ
の
後
の
西
丸
に
つ
い
て
の
記
事
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
○
五
年
十
月：
藩
立
学
校
廃
止
の
時
期
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
学
制
自
体
は
八
月
に
頒
布
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
次
の
「
一
番
小
学
校
」
に
つ
い
て
《
遵
新
令
》
と
記
す
の
で
、
こ
ち
ら
も「
学
制
」に
基
づ
く
処
置
と
捉
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
○
西
舎：
前
段
〔
備
考
〕
に
見
え
る
「
共
立
西
小
学
校
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
共
立
南
小
学
校
」
に
ま
つ
わ
る
注
記
か
ら
、
そ
う
推
測
で
き
る
。
○
一
番
小
学
校：
前
段〔
備
考
〕参
照
。
○
期
成
小
学
校：
前
段
〔
備
考
〕
参
照
。『
徳
島
県
教
育
八
十
年
史
』（
文
献
⑭
、
一
五
頁
）
に
、「
期
成
小
学
校
」
の
卒
業
証
書
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
卒
業
者
は
田
中
棟
八
氏
）。
田
中
棟
八
氏
の
回
想
記
も
引
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
《
明
治
五
年
私
が
十
五
の
時
、
わ
が
国
の
学
制
が
は
じ
め
て
定
ま
り
ま
し
て
、
前
の
西
校
が
期
成
小
学
校
と
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
私
は
一
番
小
学
校
す
な
わ
ち
期
成
小
学
校
に
入
学
し
て
》（
一
五
〜
六
頁
）
と
あ
っ
て
、
生
徒
の
側
か
ら
見
て
も
「
旧
西
校＝
一
番
小
学
校＝
期
成
小
学
校
」
で
あ
っ
た
よ
う
す
が
窺
わ
れ
る
。
○
師
範
学
校：
『
徳
島
県
教
育
八
十
年
史
』（
文
献
⑭
、
一
七
頁
）
に
は
《
明
治
七
年
五
月
一
日
に
師
範
期
成
学
校
と
し
て
開
校
式
を
挙
げ
た
》
と
あ
る
。
同
頁
に
は
「
師
範
期
成
学
校
入
学
許
可
書
」
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
○
附
以
小
学：
『
助
任
小
学
校
の
百
年
』（
文
献
⑱
、
十
九
頁
）
の
年
表
（
明
治
八
年
・
十
二
月
の
条
）
に
《
師
範
期
成
学
校
に
付
属
幼
年
学
校
が
設
置
さ
れ
る
（
現
付
属
小
学
校
の
前
身
）》
と
記
さ
れ
て
い
る
。
○
徳
島
中
学
校：
『
徳
島
県
教
育
八
十
年
史
』（
文
献
⑭
、
一
九
頁
）
で
は
、《
明
治
八
年
十
二
月
十
二
日
に
は
名
東
県
師
範
学
校
付
属
と
し
て
変
則
中
学
校
を
置
き
》
と
あ
っ
て
、
厳
密
に
は
八
年
の
暮
れ
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（『
百
年
史
』
で
は
十
二
月
二
日
と
す
る
。
ま
た
十
一
月
八
日
説
を
も
掲
げ
る
。
文
献
⑲
、
一
〇
頁
）。
そ
の
後
、
明
治
十
一
年
に
附
属
変
則
中
学
校
を
廃
し
て
徳
島
中
学
校
と
し
た
が
、
職
員
は
な
お
師
範
学
校
と
兼
務
で
あ
っ
た
（
文
献
⑭
、
二
〇
頁
）。
明
治
十
二
年
に
岡
本
斯
文
が
校
長
心
得
と
な
っ
た
と
き
初
め
て
職
員
も
配
さ
た
（
同
）。
○
前
三
年：
明
治
十
三
年
に
校
地
を
新
町
川
南
岸
（
現
在
の
両
国
橋
南
詰
め
東
側
）
に
移
し
て
、
学
則
も
新
た
に
な
っ
た
（
同
）。
こ
れ
ら
の
改
革
を
経
て
、
新
居
敦
二
郎
（
湘
香：
庚
午
事
変
で
切
腹
し
た
新
居
水
竹
の
次
男
）
が
校
長
心
得
と
な
っ
た
（『
百
年
史
』
文
献
⑲
・
年
表
）
○
書
籍
舘：
『
百
年
史
』（
文
献
⑲
）
の
年
表
（
明
治
十
五
年
の
項
）
に
は
《
徳
島
師
範
学
校
附
属
図
書
舘
を
設
置
（
本
県
に
お
け
る
図
書
館
の
は
じ
ま
り
）》
と
記
す
。
五
第
五
段
（
西
丸
の
隆
盛
）
第
五
段
で
は
、
廃
藩
置
県
以
後
に
お
け
る
、
西
の
丸
の
隆
盛
ぶ
り
を
誇
ら
か
に
語
っ
て
い
る
（
後
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
僅
か
二
年
後
に
は
、
こ
れ
も
烏
有
に
帰
す
る
の
で
は
あ
る
が
）。
【
本
文
】
夫
自
鼎
革
来
。
旧
諸
侯
之
城
楼
宮
壺
。
往
々
頽
。
荊
棘
蓊
茸
。
風
雨
晦
冥
。
索
其
断
礎
。
不
可
復
識
。
唯
聞
鼯
鳥
獣
之
嘷
音
耳
。
過
之
者
不
能
無
黍
離
之
歎
也
。
独
此
地
不
然
。
高
甍
巨
桷
猶
在
。
而
日
聞
誦
絃
咿
唔
之
音
。
鏘
鏘
相
和
。
足
以
徴
昭
代
之
象
。
是
可
謂
善
変
者
矣
。
【
訓
読
文
】
夫
れ
鼎
革
自
り
こ
の
か
た
、
旧
諸
侯
の
城
楼
宮
壺
、
往
々
頽
し
、
荊
棘
蓊
茸
と
、
風
雨
晦
冥
に
し
て
、
其
の
断
礎
を
索
む
る
も
、
復
た
識
る
可
か
ら
ず
。
唯
だ
鼯
鳥
獣
岡
本
斯
文
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
三
）
―
九
〇
の
嘷
音
を
聞
く
の
み
。
之
を
過
ぐ
る
者
、
黍
離
の
歎
無
き
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
独
り
此
地
の
み
然
ら
ず
。
高
甍
巨
桷
猶
ほ
在
り
。
而
し
て
日
々
に
誦
絃
咿
唔
の
音
を
聞
き
、
鏘
鏘
と
し
て
相
和
す
。
以
て
昭
代
の
象
を
徴
す
る
に
足
る
。
是
れ
善
く
変
ず
る
者
と
謂
ふ
可
し
。
【
訳
文
】
そ
も
そ
も
廃
藩
置
県
以
来
、
旧
藩
主
た
ち
の
お
城
や
宮
壺
〔【
語
釈
】
参
照
〕
は
往
々
に
し
て
崩
れ
去
り
、
茨
が
生
い
茂
り
、
風
雨
に
曝
さ
れ
て
、
礎
の
跡
さ
え
分
か
ら
な
く
な
り
、
た
だ
鼬
鼠
や
鳥
獣
の
叫
び
声
を
聞
く
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
こ
を
通
り
過
ぎ
る
者
は
、そ
の
荒
廃
ぶ
り
を
嘆
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。し
か
し
こ
の
西
の
丸
だ
け
は
違
う
。
大
き
な
屋
根
が
依
然
と
し
て
聳
え
、
毎
日
の
よ
う
に
音
楽
読
書
の
声
が
聞
こ
え
、
高
ら
か
に
響
き
合
っ
て
い
る
。
昭
代
の
証
し
と
す
る
に
十
分
で
あ
る
。
す
ば
ら
し
い
適
応
力
だ
と
言
え
よ
う
。
【
語
釈
】
○
宮
壺：
こ
の
語
は
《
宮
中
で
賜
ふ
酒
壺
》（
大
漢
和：
三
巻
・
一
〇
〇
九
頁
）
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
や
や
文
脈
に
そ
ぐ
わ
な
い
。「
宮
閣
」「
宮
牆
」
な
ど
建
物
に
関
わ
る
言
葉
の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
姑
く
原
文
の
ま
ま
の
語
を
掲
げ
て
訳
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
○
蓊
茸
（
オ
ウ
ジ
ョ
ウ
）：
茂
っ
て
盛
ん
な
さ
ま
。
○
黍
離
之
歎：
国
が
滅
ん
で
宗
廟
宮
室
が
一
面
の
黍
に
覆
わ
れ
て
い
る
の
を
嘆
く
こ
と
。
詩
経
・
王
風
に
《
彼
黍
離
離
彼
稷
之
苗
行
邁
靡
靡
中
心
揺
揺
》
と
歌
う
の
に
基
づ
く
。
朱
子
の
集
注
に
は
《
離
離
垂
貌
》《
靡
靡
猶
遅
遅
也
。
揺
揺
無
所
定
也
》《
周
既
東
遷
。
大
夫
行
役
。
至
於
宗
周
。
過
故
宗
廟
宮
室
。
尽
為
禾
黍
。
閔
周
室
之
顚
覆
。
彷
徨
不
忍
去
》と
見
え
る（
群
玉
堂
刊『
詩
経
集
註
』三
三
〜
四
頁
に
よ
る
。
句
点
引
用
者
）。
○
咿
唔：
書
物
を
読
む
声
。
六
第
六
段
（
感
懐
）
第
六
段
で
は
、
師
範
学
校
と
の
不
思
議
な
因
縁
を
記
し
て
、
執
筆
の
意
図
を
披
瀝
し
て
い
る
。
【
本
文
】
斯
文
所
読
者
。
唯
古
人
所
著
之
書
。
所
知
者
唯
古
人
所
論
之
理
。
且
性
善
病
。
不
能
通
暁
時
事
。
是
不
可
謂
善
変
者
也
。
而
天
下
之
風
化
日
益
以
新
。
学
術
亦
日
益
以
新
。
則
何
以
勝
此
職
乎
。
毎
恐
或
害
風
化
。
曩
請
解
職
而
不
允
。
戒
懼
愈
切
。
只
修
身
共
職
而
已
。
因
謂
。
斯
文
之
生
。
実
以
此
堂
竣
工
之
日
。
而
自
移
学
問
処
于
此
。
或
為
校
員
。
或
為
学
官
。
未
嘗
不
時
升
此
堂
。
而
去
職
之
日
。
則
受
茂
韶
命
。
校
其
所
蔵
之
書
。
故
亦
時
往
来
此
地
矣
。
何
其
相
遇
之
奇
也
。
則
解
職
不
允
者
。
所
謂
宿
縁
未
除
乎
。
因
記
前
日
之
所
聞
今
日
之
所
見
。
書
校
壁
以
告
後
之
長
此
校
者
。
鳴
呼
是
亦
報
昭
代
之
一
端
也
矣
。
明
治
十
六
年
十
一
月
。
徳
島
師
範
学
校
長
一
等
教
諭
兼
徳
島
女
学
校
長
岡
本
斯
文
記
。
【
訓
読
文
】
斯
文
、
読
む
所
の
者
は
、
唯
だ
古
人
の
著
す
所
の
書
の
み
。
知
る
所
の
者
は
、
唯
だ
古
人
論
ず
る
所
の
理
の
み
。
且
つ
性
善
く
病
み
、
時
事
に
通
暁
す
る
こ
と
能
は
ず
。
是
れ
善
く
変
ず
る
者
と
謂
ふ
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
而
る
を
、
天
下
の
風
化
日
々
に
益
々
以
て
新
た
に
、
学
術
も
亦
た
日
々
に
益
々
以
て
新
た
な
り
。
則
ち
何
ぞ
以
て
此
の
職
に
勝
へ
ん
や
。
毎
に
或
い
は
風
化
を
害
せ
ん
こ
と
を
恐
る
。
曩
に
職
を
解
か
れ
ん
こ
と
を
請
ひ
て
允
さ
れ
ず
。
戒
懼
愈
よ
切
な
り
。
只
だ
身
を
修
め
て
職
を
共
に
す
る
而
已
。
因
り
て
謂
へ
ら
く
、
斯
文
の
生
ま
る
る
は
、
実
に
此
の
堂
の
竣
工
の
日
を
以
て
す
。
而
し
て
学
問
処
を
此
に
移
し
て
自
り
、
或
い
は
校
員
と
為
り
、
或
い
は
学
官
と
為
り
、
未
だ
嘗
て
時
に
此
の
堂
に
升
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
而
も
職
を
去
る
の
日
、
則
ち
茂
韶
の
命
を
受
け
、
其
の
蔵
す
る
所
の
書
を
校
す
。
故
に
亦
た
時
に
此
の
地
に
往
来
せ
り
。
何
ぞ
其
れ
相
遇
ふ
の
奇
な
る
や
。
則
ち
解
職
の
允
さ
れ
ざ
る
者
は
、
所
謂
る
宿
縁
の
未
だ
除
か
れ
ざ
る
か
。
因
り
て
前
日
の
聞
く
所
、
今
日
の
見
る
所
を
記
し
、
校
壁
に
書
し
て
以
て
後
の
此
の
校
に
長
た
る
者
に
告
ぐ
。
鳴
呼
、
是
れ
も
亦
た
昭
代
に
報
ず
る
の
一
端
な
り
。
明
治
十
六
年
十
一
月
。
徳
島
師
範
学
校
長
、
一
等
教
諭
、
兼
徳
島
女
学
校
長
、
岡
本
斯
岡
本
斯
文
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
三
）
―
九
一
文
記
す
。
【
訳
文
】
わ
た
く
し
岡
本
斯
文
が
読
ん
で
い
る
の
は
、
た
だ
古
人
の
書
物
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
知
識
も
、
た
だ
古
人
の
考
え
を
出
な
い
。
ま
た
生
ま
れ
つ
き
病
気
が
ち
で
、
時
事
に
通
暁
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。こ
れ
で
は
適
応
力
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。そ
れ
な
の
に
、
天
下
の
教
育
は
日
を
追
っ
て
ど
ん
ど
ん
進
み
、
学
術
も
日
ご
と
に
ま
す
ま
す
開
け
る
。
こ
れ
で
校
長
の
職
が
務
ま
る
は
ず
が
な
い
。
教
化
を
邪
魔
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
つ
も
恐
れ
て
い
る
。
以
前
、
辞
任
を
申
し
出
た
の
だ
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
戒
懼
の
思
い
は
い
よ
い
よ
切
実
で
あ
る
。
た
だ
た
だ
身
を
修
め
職
責
を
慎
む
ほ
か
は
な
い
。
そ
こ
で
こ
う
思
っ
た
―
―
わ
た
く
し
岡
本
斯
文
の
生
ま
れ
た
の
は
、
実
に
こ
の
堂
の
竣
工
の
日
で
あ
り
、
学
問
所
を
こ
こ
に
移
し
て
か
ら
と
い
う
も
の（
明
治
二
年
）、
校
員
に
な
っ
た
り
、
教
官
に
な
っ
た
り
で
、
今
ま
で
折
に
ふ
れ
て
こ
の
堂
に
昇
ら
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
職
を
去
る
と
き
、
ち
ょ
う
ど
茂
韶
侯
の
命
を
受
け
て
蔵
書
の
点
検
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
れ
で
ま
た
時
々
こ
こ
に
や
っ
て
来
て
い
る
。
な
ん
と
ま
あ
不
思
議
な
め
ぐ
り
合
わ
せ
で
は
で
は
な
い
か
。
し
て
み
る
と
、
辞
任
が
許
さ
れ
な
い
の
も
、
世
に
言
う
宿
縁
が
ま
だ
尽
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
―
―
。
そ
ん
な
気
が
す
る
も
の
だ
か
ら
、
昔
聞
い
た
こ
と
や
実
際
に
見
て
き
た
こ
と
が
ら
を
記
し
、
学
校
の
壁
に
掲
げ
て
後
に
校
長
と
な
る
人
に
知
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
あ
あ
、
こ
れ
も
ま
た
昭
代
へ
の
ご
恩
返
し
の
一
端
で
あ
る
。
明
治
十
六
年
十
一
月
、
徳
島
師
範
学
校
長
、
一
等
教
諭
、
兼
徳
島
女
学
校
長
、
岡
本
斯
文
、
こ
れ
を
記
す
。
【
語
釈
】
○
竣
工
之
日：
第
一
段
の
語
注
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
西
丸
の
隠
去
所
が
で
き
あ
が
っ
た
の
は
天
保
十
四
年
四
月
二
十
五
日
で
あ
っ
た
（
阿
淡
年
表
秘
録
。
文
献
㉑
、
七
一
〇
頁
）。
他
方
、
斯
文
が
生
れ
た
の
は
同
年
の
四
月
二
十
四
日
と
さ
れ
る
（
文
献
②
、
九
二
頁
）。
こ
れ
ら
の
資
料
に
依
る
限
り
一
日
の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ほ
ぼ
同
日
と
言
っ
て
言
え
な
く
も
な
い
。
七
第
七
段
（
追
記
）
第
七
段
は
、後
か
ら
の
追
記
で
あ
る
。西
の
丸
の
師
範
学
校
は
焼
け
て
し
ま
っ
た
が
、
あ
る
い
は
歴
史
を
知
る
の
に
役
立
つ
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
て
、
再
び
標
挙
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
【
本
文
】
此
記
之
成
。
示
大
書
記
官
大
越
亨〔【
語
釈
】参
照
〕。
亨
曰
。
是
徳
島
学
校
好
歴
史
。
乃
嘱
仙
田
作
蔵
書
之
。
掲
于
楣
間
。
今
茲
二
月
十
日
午
前
七
時
。
体
操
場
火
。
風
甚
怒
。
十
時
始
熄
〔
原
文
「
媳
」
と
あ
る
が
、
私
に
改
め
た
〕。
高
甍
巨
桷
。
尽
為
烏
有
。
蜂
須
賀
氏
之
典
籍
亦
頗
焚
。
而
発
蒙
啓
滞
之
扁
。
及
作
蔵
所
書
。
皆
亡
。
何
堪
浩
歎
。
既
無
校
舎
。
不
復
用
此
記
。
然
私
謂
。
後
之
読
者
或
有
以
観
阿
波
国
学
校
之
沿
革
矣
。
復
嘱
作
蔵
書
之
。
十
八
年
三
月
斯
文
又
記
。
【
訓
読
文
】
此
の
記
の
成
る
や
、
大
書
記
官
大
越
亨
に
示
す
。
亨
曰
く
、
是
れ
徳
島
学
校
の
好
歴
史
な
り
と
。
乃
ち
仙
田
作
蔵
に
嘱
し
て
之
を
書
し
、
楣
間
に
掲
ぐ
。
今
茲
に
二
月
十
日
午
前
七
時
、
体
操
場
に
火
あ
り
。
風
甚
し
く
怒
り
、
十
時
に
し
て
始
め
て
熄
む
。
高
甍
巨
桷
、
尽
く
烏
有
と
為
る
。
蜂
須
賀
氏
の
典
籍
も
亦
た
頗
る
焚
ゆ
。
而
し
て
「
発
蒙
啓
滞
」
の
扁
、
及
び
作
蔵
の
書
す
る
所
、
皆
な
亡
ぶ
。
何
ぞ
浩
歎
に
堪
へ
ん
や
。
既
に
校
舎
無
く
、
復
た
此
の
記
を
用
ゐ
ず
。
然
れ
ど
も
私
か
に
謂
へ
ら
く
、
後
の
読
者
、
或
い
は
以
て
阿
波
国
学
校
の
沿
革
を
観
る
こ
と
有
ら
む
と
。
復
び
作
蔵
に
嘱
し
て
之
を
書
す
。
十
八
年
三
月
、
斯
文
又
た
記
す
。
【
訳
文
】
こ
の
師
範
学
校
記
を
書
き
終
え
る
と
、
大
書
記
官
の
大
越
亨
氏
に
見
せ
た
。
大
越
氏
は
言
っ
た
。「
こ
れ
は
徳
島
の
学
校
の
優
れ
た
歴
史
で
す
」。
そ
こ
で
仙
田
作
蔵
氏
に
頼
ん
で
揮
毫
し
て
も
ら
い
、
軒
に
掲
げ
た
。
今
、
明
治
十
八
年
二
月
十
日
午
前
七
時
、
体
操
場
か
ら
出
火
し
、
強
風
の
も
と
火
が
燃
え
さ
か
り
、
十
時
に
な
っ
て
や
っ
と
鎮
火
し
た
。
高
く
聳
え
立
っ
て
い
た
屋
根
は
悉
く
焼
け
落
ち
、
蜂
須
賀
氏
の
書
物
も
多
く
焼
失
岡
本
斯
文
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
三
）
―
九
二
し
た
。
そ
し
て「
発
蒙
啓
滞
」の
扁
額
や
、
仙
田
氏
揮
毫
の
書
も
、
み
な
無
く
な
っ
た
。
ど
う
し
て
深
く
嘆
か
ず
に
い
ら
れ
よ
う
。
も
は
や
校
舎
は
無
く
、
こ
の
文
も
用
い
る
に
由
な
い
。
し
か
し
、
ひ
そ
か
に
思
う
に
、
後
に
こ
れ
を
読
む
者
は
、
も
し
か
す
る
と
阿
波
国
学
校
の
沿
革
を
知
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
再
び
仙
田
氏
に
頼
ん
で
筆
を
揮
っ
て
も
ら
っ
た
。
明
治
十
八
年
三
月
、
岡
本
斯
文
、
再
び
こ
れ
を
記
す
。
【
語
釈
】
○
大
越
亨：
『
明
治
徳
島
県
官
員
録
職
員
録
』（
文
献
③
）
を
検
す
る
と
、
明
治
十
七
年
の
大
書
記
官
の
項
に
、
従
六
位
・
福
島
県
の
人
と
し
て
名
前
が
見
え
る
（
一
三
八
頁
）。
斯
文
の
原
文
で
は
「
大
越
享
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
右
の
文
献
に
よ
っ
て
「
亨
」
に
改
め
た
。
因
み
に
、
当
時
の
県
令
（
今
の
県
知
事
に
あ
た
る
）
は
酒
井
明
と
い
う
人
（
従
五
位
・
愛
知
県
）
で
あ
り
、
大
書
記
官
は
そ
れ
に
次
ぐ
官
職
で
あ
る
。
○
仙
田
作
蔵：
未
考
。
む
す
び
以
上
、
岡
本
斯
文
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
を
七
段
に
分
か
ち
つ
つ
見
て
き
た
。
か
つ
て
の
「
大
書
記
官
・
大
越
亨
」
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
「
記
」
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
阿
波
国
に
お
け
る
教
学
の
歴
史
を
知
る
の
に
恰
好
の
文
章
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
書
い
た
斯
文
と
い
う
人
に
つ
い
て
も
、
彼
が
西
丸
の
地
を
輓
近
阿
波
国
教
学
の
原
点
と
し
、
わ
け
て
も
師
範
学
校
を
こ
そ
そ
の
正
脉
を
汲
む
も
の
と
し
て
重
ん
じ
て
い
た
事
情
が
知
ら
れ
る
。
彼
の
書
き
記
さ
な
か
っ
た
事
柄
を
他
の
諸
文
献
か
ら
補
う
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、「
当
事
者
の
眼
」
か
ら
見
た
教
学
変
遷
の
記
憶
と
し
て
、
そ
の
価
値
を
失
わ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
彼
の
こ
の
文
章
を
紹
介
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
〔
附
・
岡
本
斯
文
略
年
譜
〕（
主
に
文
献
②
の
石
田
園
坡
「
岡
本
斯
文
」
に
基
づ
き
、
一
部
、
文
献
㉔
の
藤
沢
南
岳
「
岡
本
午
橋
碑
銘
」（
午
橋
は
斯
文
の
別
号
）
等
に
依
っ
た
。
石
田
氏
の
記
事
は
、
斯
文
の
女
婿
・
岡
本
対
南
の
「
行
状
書
」
を
訓
読
し
た
も
の
が
多
き
を
占
め
る
が
、
そ
の
原
文
に
は
当
た
り
得
て
い
な
い
）
・
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）〔
一
歳
〕
四
月
二
四
日
、
岡
本
晤
叟
（
晤
室
）
の
子
と
し
て
生
れ
る
。
家
学
を
受
け
、
の
ち
那
波
鶴
峯
に
学
ぶ
。
・
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）〔
二
五
歳
〕
儒
者
役
見
習
。
・
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）〔
二
七
歳
〕
文
学
助
教
。
藩
主
侍
読
。
・
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）〔
二
八
歳
〕
東
京
に
遊
び
、
安
井
息
軒
・
林
鶴
梁
に
学
ぶ
。
・
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）〔
二
九
歳
〕
八
月
帰
郷
。
三
等
教
授
。
・
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）〔
三
一
歳
〕
小
学
校
教
員
と
な
る
【
注
一
】。
・
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）〔
三
三
歳
〕
富
田
小
学
校
創
設
【
注
二
】。
・
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）〔
三
五
歳
〕
女
子
師
範
学
校
校
長
心
得
。
・
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）〔
三
七
歳
〕
徳
島
中
学
校
校
長
心
得
。
・
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）〔
四
〇
歳
〕
徳
島
師
範
学
校
校
長
。
徳
島
女
学
校
校
長
を
兼
ね
る
。
・
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）〔
四
一
歳
〕
文
部
省
よ
り
六
国
史
と
硯
箱
と
を
賜
る
【
注
三
】。
・
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）〔
四
三
歳
〕
師
範
学
校
校
長
を
辞
す
。
女
学
校
校
長
。
師
範
・
中
学
校
教
諭
を
兼
ね
る
。
・
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）〔
四
九
歳
〕
女
学
校
閉
鎖
。
私
財
を
投
じ
て
養
淑
会
を
創
め
る
。
・
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）〔
五
二
歳
〕
退
職
。
・
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）〔
七
七
歳
〕
歿
。
【
注
一
】「
四
十
宮
北
邨
墓
表
」（『
楽
瓢
庵
詩
文
鈔
』
巻
上
・
四
六
葉
）
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。
明
治
元
年
五
月
。
与
余
同
以
蔭
補
儒
官
。
四
年
亦
同
為
徳
島
藩
学
三
等
教
授
。
（
中
略
）
六
年
亦
同
為
小
学
教
員
。（
中
略
）
九
年
転
為
師
範
学
校
教
員
。
明
治
六
年
の
小
学
校
教
員
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
「
一
番
小
学
校
（
の
ち
期
成
岡
本
斯
文
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
三
）
―
九
三
小
学
校
）」
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
北
邨
と
と
も
に
斯
文
も
ま
た
そ
の
教
員
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
明
治
元
年
の
「
儒
官
」
と
い
う
の
は
、
明
治
二
年
の
「
文
学
助
教
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
）。
【
注
二
】
文
献
②
に
は
事
跡
だ
け
が
記
さ
れ
て
年
代
は
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
文
献
⑳
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
明
治
八
年
当
時
は
、「
抽
栄
小
学
校
」（
東
富
田
本
掃
除
町
）
と
「
長
勁
小
学
校
」（
西
富
田
弓
町
）
と
で
あ
っ
た
が
（
六
四
頁
の
一
覧
表
）、
明
治
九
年
に
「
東
富
田
小
学
校
」「
西
富
田
小
学
校
」
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら
に
明
治
十
四
年
に
な
っ
て
「
富
田
小
学
校
」
と
そ
の
「
分
校
」
と
い
っ
た
ふ
う
に
改
編
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
（
六
八
〜
九
頁
）。
な
お
こ
の
文
献
に
は
、
岡
本
斯
文
の
「
富
田
浦
区
学
記
」（
漢
文
に
返
り
点
・
送
り
仮
名
が
添
え
ら
れ
て
い
る
）
も
載
せ
ら
れ
て
お
り
（
六
六
〜
七
頁
）、
設
立
当
時
の
資
金
集
め
の
苦
労
や
、「
長
勁
」
「
抽
栄
」
の
呼
び
名
の
由
来
、
お
よ
び
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
味
合
い
な
ど
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
斯
文
の
顔
写
真
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
六
七
頁
）。
【
注
三
】『
楽
瓢
庵
詩
文
鈔
』
に
は
《
明
治
十
七
年
三
月
二
十
八
日
。
文
部
省
賞
教
育
之
労
。
賜
六
国
史
及
硯
室
。
感
恩
之
余
賦
此
》
と
い
う
詩
の
題
が
見
え
、《
不
知
風
化
日
加
新
。
猶
読
前
経
友
哲
人
。
浅
学
羞
無
英
士
出
。
微
労
豈
料
渥
恩
臻
。
国
書
求
古
欽
多
福
。
硯
室
描
花
喜
別
春
。
努
力
自
今
何
以
報
。
恭
承
徳
意
只
修
身
。》
と
詠
ま
れ
て
い
る
（
巻
下
・
第
七
葉
）。「
十
六
年
」
と
「
十
七
年
」
と
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
は
未
考
。
〔
備
考
〕「
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
」（
文
献
⑩
参
照
）
で
扱
っ
た
林
鶴
一
（
一
八
七
三
〜
一
九
三
五
）
が
生
れ
た
の
も
掃
除
町
で
あ
り
、
抽
栄
小
学
校
（
後
の
富
田
小
学
校
）と
同
じ
町
内
で
あ
っ
た
。
文
献
⑩（
七
二
〜
三
頁
）で
も
紹
介
し
た
が
、
「
略
歴
」（
文
献
㉓
、
下
巻
所
収
）
か
ら
中
学
校
入
学
ま
で
の
記
事
を
摘
記
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
・
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
六
月
十
三
日
、
林
糺
・
林
テ
フ
の
長
男
と
し
て
、
徳
島
市
富
田
掃
除
町
に
生
れ
る
。
・
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
徳
島
市
東
富
田
小
学
校
に
入
学
。
後
一
年
位
に
て
西
富
田
小
学
校
に
転
校
。
次
に
再
び
一
年
位
を
経
て
東
富
田
小
学
校
に
転
校
。
後
、
父
・
糺
、
名
西
郡
下
分
上
山
〔
神
山
〕
村
小
学
校
長
に
転
任
す
る
と
共
に
上
山
村
小
学
校
に
転
校
。
父
・
糺
、
職
を
辞
し
て
徳
島
市
に
帰
る
。
依
つ
て
三
度
、
東
富
田
小
学
校
に
転
校
し
同
校
を
卒
業
。
・
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
徳
島
中
学
校
に
入
学
。
ま
た
、「
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
」（
文
献
⑪
参
照
）
で
扱
っ
た
小
出
寿
之
太
（
小
出
長
十
郎
の
孫
。
三
高
教
授
な
ど
を
勤
め
た
）
は
、
近
年
明
ら
か
に
さ
れ
た
年
譜
（
文
献
①
、
一
八
八
〜
九
頁
）
に
よ
る
と
、
富
田
小
学
校
の
教
員
を
勤
め
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
も
文
献
⑪
（
一
三
九
頁
）
で
紹
介
し
た
が
、
関
連
す
る
部
分
を
抄
出
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
・
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
一
月
四
日
生
ま
れ
。
・
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
二
月
九
日
、
徳
島
藩
か
ら
算
学
教
授
申
し
付
け
。
・
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
二
月
四
日
、
名
東
県
富
田
小
学
校
教
員
。
・
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
二
月
二
一
日
、
高
知
県
か
ら
徳
島
師
範
学
校
勤
務
申
し
付
け
。
・
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
年
）
一
〇
月
二
〇
日
、
京
都
府
雇
、
学
務
課
出
仕
兼
中
学
師
範
学
校
八
等
助
教
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
長
勁
・
抽
栄
の
両
校
が
で
き
る
の
は
明
治
八
年
だ
か
ら
、
明
治
六
年
に
赴
任
し
た
の
は
、
富
田
小
学
校
の
も
う
一
つ
の
前
身
で
あ
る
「
稚
松
小
学
校
」
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
東
富
田
に
あ
っ
た
蜂
須
賀
氏
の
旧
御
殿
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
明
治
六
年
十
一
月
に
開
校
が
決
定
し
、
七
年
の
二
月
二
十
日
に
開
校
し
た
と
さ
れ
る
（
文
献
⑳
・
五
六
頁
に
当
時
の
「
伺
書
」
と
「
布
達
書
」
と
が
根
拠
資
料
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
）。
な
お
、
そ
の
所
在
地
は
《
現
在
の
徳
島
県
庁
の
東
側
部
分
（
か
つ
て
の
旧
徳
島
中
学
校
校
舎
部
分
）
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
》（
六
五
頁
）
と
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
地
図
（
阿
州
徳
島
藩
御
家
中
録
）
も
併
せ
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
《
稚
松
小
学
校
岡
本
斯
文
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
三
）
―
九
四
は
、明
治
十
一
年
に
は
廃
校
と
な
り
、東
富
田
小
学
校
に
併
合
さ
れ
ま
し
た
》（
同
）
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
小
出
寿
之
太
は
林
鶴
一
が
入
学
す
る
年
に
師
範
学
校
に
転
出
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
小
学
校
で
彼
が
林
を
教
え
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
三
高
時
代
に
つ
い
て
は
、《
余
ガ
三
高
在
学
ノ
際
ニ
余
ノ
師
タ
リ
》
と
林
自
身
語
っ
て
い
る
（
文
献
㉒
、
左
・
一
六
頁
。
文
献
⑪
・
一
三
九
頁
で
も
紹
介
し
た
）。
参
考
文
献
①
安
藤
洋
美
「
明
治
数
学
史
の
一
断
面
」『
数
理
解
析
研
究
所
講
究
録
』
第
一
一
九
五
巻
（
二
〇
〇
一
京
都
大
学
。
同
大
学
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
「
紅
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
）
②
石
田
園
坡
「
岡
本
斯
文
」（
市
原
理
之
・
編
『
阿
波
人
物
鑑
』〔
一
九
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八
・
御
大
典
記
念
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徳
島
日
々
新
報
社
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附
録
『
阿
波
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史
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』
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頁
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書
館
の
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タ
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で
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岩
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④
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田
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『
蜂
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明
治
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光
昭
二
『
阿
波
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学
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九
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徳
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図
書
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）
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編
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学
校
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革
史
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九
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町
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学
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創
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百
周
年
記
念
事
業
協
賛
会
発
行
）〔
編
者
は
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町
小
学
校
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（
当
時
）〕
⑧
竹
治
貞
夫
『
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世
阿
波
漢
学
史
の
研
究
』（
一
九
八
九
風
間
書
房
）
⑨
田
中
敏
生
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十
訓
抄
』
の
副
助
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と
サ
ヘ
―
中
世
説
話
集
に
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け
る
〈
相
対
的
軽
少
性
〉〈
周
縁
波
及
性
〉
の
意
義
の
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認
（
其
二
）
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四
国
大
学
紀
要
（
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文
）』
四
九
号
（
二
〇
一
七
）〔「
四
国
大
学
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
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か
ら
ｐ
ｄ
ｆ
版
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
文
献
⑪
⑫
⑬
も
同
様
〕
⑩
田
中
敏
生
「
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
に
寄
せ
て
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
」『
凌
霄
』
二
一
号
（
二
〇
一
八
四
国
大
学
附
属
図
書
館
）
⑪
田
中
敏
生
「
武
田
丑
太
郎
・
歿
後
百
年
展
関
連
企
画：
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
に
寄
せ
て
―
展
示
資
料
の
解
説
を
中
心
に
―
」『
四
国
大
学
紀
要
（
人
文
）』
五
〇
号
（
二
〇
一
八
）
⑫
田
中
敏
生
「〈
資
料
〉
那
波
蜆
北
の
作
品
四
篇
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
―
」『
四
国
大
学
紀
要
（
人
文
）』
五
一
号
（
二
〇
一
八
）
⑬
田
中
敏
生
「〈
資
料
〉
岡
本
斯
文
の
「
徳
島
中
学
校
生
徒
に
与
ふ
る
書
」
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
二
）
―
」『
四
国
大
学
紀
要
（
人
文
）』
五
一
号
（
二
〇
一
八
）
⑭
徳
島
県
教
育
委
員
会
（
編
）『
徳
島
県
教
育
八
十
年
史
』（
一
九
五
五
徳
島
県
教
育
委
員
会
）
⑮
徳
島
県
尋
常
師
範
学
校
（
編
）『
阿
波
国
教
育
沿
革
史
』（
一
八
九
二
）〔
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る
〕
⑯
徳
島
県
立
博
物
館
「
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
展
示
室
3
歴
史
分
野
・
徳
島
城
下
町
絵
図
・
徳
島
御
城
下
絵
図
」〔
文
献
⑰
で
は
「
徳
島
藩
御
城
下
絵
図
」〕
http
://w
w
w
.m
useum
.tokushim
a−
ec.ed.jp/
3d/default.htm
⑰
徳
島
市
市
史
編
さ
ん
室
（
編
）『
徳
島
市
史
別
巻
地
図
絵
図
集
』（
一
九
七
八
徳
島
市
）〔「
徳
島
藩
御
城
下
絵
図
」
を
収
め
る
〕
⑱
徳
島
市
助
任
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
協
賛
会
（
編
）『
助
任
小
学
校
の
百
年
』（
一
九
七
一
同
協
賛
会
発
行
）
⑲
「
徳
島
中
学
校
城
南
高
校
百
年
史
」
編
纂
委
員
会
（
編
）『
徳
島
中
学
校
城
南
高
校
百
年
史
』
（
一
九
七
五
城
南
高
校
。
本
稿
で
は
『
百
年
史
』
と
略
記
す
る
）
⑳
富
田
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
協
賛
会
（
編
）『
抽
栄
百
年
―
富
田
小
学
校
の
沿
革
―
』
（
一
九
七
四
同
協
賛
会
発
行
）
㉑
中
山
茂
純
『
阿
淡
年
表
秘
録
』（
嘉
永
四
年＝
一
八
五
一
年
）〔
徳
島
県
史
編
さ
ん
委
員
会
（
編
）『
徳
島
県
史
料
第
一
巻
』（
一
九
六
四
徳
島
県
）
所
収
。
引
照
は
後
者
に
よ
る
〕
㉒
林
鶴
一
「
徳
島
藩
ノ
数
学
者
ニ
就
テ
」〔
林
鶴
一
（
編
）『
阿
部
有
清
先
生
伝
武
田
丑
太
郎
先
生
伝
』（
一
九
三
二
仙
台
）
所
収
。
後
、
次
掲
の
文
献
㉓
・
下
巻
に
〔
2
5
〕
と
し
て
収
め
る
。
引
照
は
前
者
に
よ
る
〕
㉓
林
博
士
遺
著
刊
行
会
『
林
鶴
一
博
士
和
算
研
究
集
録
（
上
・
下
）』（
一
九
三
七
東
京
開
成
館
）
㉔
藤
沢
南
岳
「
岡
本
午
橋
碑
銘
」（
竹
治
貞
夫
『
阿
波
碑
文
集
（
正
篇
）』〔
一
九
七
九
油
印
〕
所
収
）
〔
附
記
〕
藩
主
と
し
て
何
代
目
で
あ
る
か
を
言
う
の
に
、
蜂
須
賀
家
政
を
初
代
と
数
え
る
か
、
次
の
至
鎮
（
よ
し
し
げ
）
を
初
代
と
す
る
か
に
よ
っ
て
、
一
代
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
岡
本
斯
文
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
三
）
―
九
五
稿
で
は
後
者
の
数
え
方
に
よ
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
本
稿
は
、
本
学
言
語
文
化
研
究
所
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
凌
霄
文
庫
所
蔵
資
料
に
基
づ
く
近
世
・
近
代
阿
波
文
化
の
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
田
中
敏
生
四
国
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
）
岡
本
斯
文
の
「
徳
島
師
範
学
校
記
」
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
二
十
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
三
）
―
九
六
